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は じ め に

1990 年 に 発生が確認 さ れた 侵入害虫 マ メ ハ モ グ リ パ

エ Liriomyza trifolii は， 各種殺虫 剤 に 対 し て 高 度 の 抵

抗性 を 有 し て お り (西東 ら ， 1992) ， 合成 ピ レ ス ロ イ ド
剤 の 散布 に よ っ て リ サ ー ジ ェ ン ス が起 こ る こ と (西東

ら ， 1993， 1996) な どか ら ， 化学農薬 に 依存 し た 防除体

系 に は 問題が多 い。 そ の た め ， 我が国で も 天敵 を 用 い た

生物 的防除法 の 開発が進 め ら れ， イ サ エ ア ヒ メ コ パ チ

D忽伸hω isaea と ハ モ グ リ コ マ ユパ チ Dacnusa sibirica 

の 2 種類 の寄生蜂が生物農薬 と し て 1997 年末 に 農薬登

録 さ れた。

と こ ろ で， こ う し た 天敵 を 用 い た 生物的防除 を成功 さ

せ る た め に は， そ の特性 を熟知す る と と も に ， 生産者が

散布す る 様々 な農薬の天敵類 に対す る 影響 を十分 に 把握

し て お く 必 要 が あ る 。 さ ら に ， IPM プ ロ グ ラ ム を 構築

す る 上で も ， 天敵類 に 重要 な 影響 を 与 え な い で対象害虫

の み を 防除す る 選択性殺虫剤が必要 と さ れて い る 。 天敵

類 に 対 す る 農 薬 の 影響 に つ い て は ， 海 外 で は IOBC/

WPRS の ワ ー キ ン グ グ ル ー プ に よ り 主 な 天敵類 に対す

る 各 種 農 薬 の 影 響 が 発 表 さ れ て い る が (例 え ば，

HASSAN， 1983) ， こ れ ら の報告 に は 本稿 で扱 う マ メ ハ モ

グ リ パエ寄生蜂 に 関 す る デー タ は な し こ れ ま で報告 は

少 な い (BElTIA et aし 1991， 1992 ; H EL YER et al. ， 1992 ; 

多々 良 ら ， 1993) 。 ま た ， 我が国 で使用頻度 の 高 い薬剤

に つ い て は情報が極 め て 不足 し て い る 。 そ こ で， 筆者 ら

は， 我が国 で使用頻度 の 高 い様々 な 農薬 に つ い て ， イ サ

エ ア ヒ メ コ パ チ と ハ モ グ リ コ マ ユ パチ に対す る 影響 を 室

内試験 を 中 心 に様々 な角度か ら 調べた (小津 ら ， 1998) 。

本稿で は ， 筆者 ら が実施 し た マ メ ハ モ グ リ パエ 寄生蜂 2

種 に対す る 薬剤の検定方法 を紹介 し た い。

Methods for the Measurement o f  Susceptibi l ity o f  Agricul­

tural Insect Pests and their N atural Enemies to Insecticides. ， 
parasitoids of Liriomyza trifolii. By Akihito OZAWA 
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I マ メ ハ モ グ リ パ エ 寄生蜂の生態的特性

現在販売 さ れて い る マ メ ハ モ グ リ パエ の天敵 は ， イ サ

エ ア ヒ メ コ パチ と ハ モ グ リ コ マ ユ パ チ の 2 種類 の寄生蜂

で， と も に ハ モ グ リ パエ類の幼虫 に 寄生す る 幼虫寄生蜂

であ る 。 2 種 は 寄生様式が大 き く 異 な り ， イ サ エ ア ヒ メ

コ パチ は寄主 を殺 し て寄主の外に産卵す る 殺傷型 ・ 外部

寄生蜂， ハ モ グ リ コ マ ユ パ チ は産卵後 も 寄主 を生 か し つ

つ 内部で成長す る 飼 い殺 し型 ・ 内部寄生蜂であ る 。 成虫

に対す る 薬剤の殺虫作用 を調べ る 場合 は あ ま り 関係 な い

が， 後述す る 蜂の寄生行動や次世代の生育 に 及 ぽす薬剤

の影響 を 調べ る 場合 は ， こ う し た蜂の寄生特性 を理解 し

て お く 必要があ る 。 寄生様式 を 含 め た 生態的特性の詳細

な説明 は こ こ で は省 く が (小津， 1998 を 参照) ， で き れ

ば検定試験 を行 う 前 に マ メ ハ モ グ リ パエ幼虫 を そ れぞれ

の 寄生蜂 に 与 え て 寄生行動 を 観察 し て お く こ と を 勧 め

る 。

E 供試天敵の入手 と 保存方法

イ サ エ ア ヒ メ コ パ チ ， ハ モ グ リ コ マ ユパ チ は と も に 農

薬登録 を取得 し て販売 さ れ て お り ( (株) ト ー メ ン お よ び

(株) ト モ ノ ア グ リ カ ) ， 販売品 (寄生蜂 の 成 虫 が プ ラ ス

チ ッ ク ボ ト ル に 封入 さ れて い る ) を 直接試験 に 供試す る

のが最 も 効率的で あ る 。 初期の製品 は輸送方法 な どが確

立 し て い な か っ た た め ， 品質 (蜂の生存率な ど) が不安

定 な場合が ま ま 見 ら れた が， 現在で は 品質 は極 め て 安定

し て お り ， 筆者の経験上， 試験結果 に 影響す る よ う な ロ

ッ ト に よ る ふ れ は 見 ら れな い 。 販売 品 は ， い ずれ も 海外

で生産 さ れた輸入製 品 で あ り ， 注文 か ら 5 日 �1 週 間 で

入手 で き る 。 な お ， イ サ エ ア ヒ メ コ パチ の 国 内生産 を 現

在進め て い る 企業 も あ る の で， 将来 は 圏 内生産品 も 入手

可能 と な る と 思わ れ る 。

製品 と し て の寄生蜂 は羽化後数 日 経過 し て い る と 思わ

れ る の で， 入手当 日 に供試す る こ と が望 ま し い が， 封入
ふた

ボ ト ル の 蓋 の 裏 に 蜂蜜液 を 吸着 し た 布が着 い て い る の

で， 5�10oCの冷蔵庫 に保管 す れ ば蜂 は 1�2 週間 は生存

し て い る 。 た だ し ， 長期間保存 し た 個体は活動性が低下

し て い る の で， 予備試験や累代飼育 に 用 い ， 検定試験 に
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本方法で は， 供試虫 は薬液

の 薄膜 に 常 時接 し て い る た

め， 薬剤の影響 は 後述の散布
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葉接触法 よ り 即効的でかつ厳 し く 判定 さ れ る が， 供試虫

さ え 準備で き れ ば実験室 内 で大量か つ短時間 に薬剤検定

を 行 う こ と がで き る 利点 が あ る 。 寄生蜂 に対す る 影響が

ま っ た く 不明 な薬剤 に つ い て は， ま ず本検定方法か ら 実

施す る と よ い 。

2 成 虫に対する殺虫効果の残効期間 (半野外試験)

( 1 )  方法

前述の壁面接触法で殺虫作用 の あ る こ と が判明 し た 薬

剤 に つ い て は， 次 に そ の残効期聞 を調べ る 。 薬剤の残効

期間の調査 は， 実験室 内 で は 紫外線 な ど の 条件が野外 と

異 な る の で， 野外 (ハ ウ ス 内 ) で実際の作物 を 使 っ て行

う 。

方法 は ， 日 本植物防疫協会の 「天敵 に対 す る 農薬 の影
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は で き る だ け新鮮な個体 を 用 い る 。

皿 検 定 方 法

1 成虫に対する殺虫効果 (室内試験)

( 1 )  方法

寄生蜂成虫 に対す る 薬剤の直接的殺虫作用 は， 日 本植

物防疫協会の 「天敵 に 対す る 農薬の影響特別連絡試験」

に お い て オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ に対す る 農薬の影響評価法

と し て 用 い ら れた 壁面接触法 (松井， 1994) に準 じ る 。

た だ し ， 農薬の希釈溶媒 と し て は ， 蒸発 し に く く 壁画 に

濃度差が生 じ や す い水 で は な く ， 揮発時聞が短 く 均一な

薬剤薄膜 を作 り や す い ア セ ト ン (岩田 ・ 杉本， 1965) を

用 い る と 効率が よ い。

小 型 管 瓶 (直 径 2 cm x 高

さ 4 . 5 cm) に ア セ ト ン で 所

定の濃度 に 希釈 し た 薬剤 (原

体 ま た は 製 剤) を 0 . 1 m l 注

ぎ， た だ ち に 管瓶 を 回転 さ せ

内 側 に 薬 剤 の 薄膜 を 作 っ た

後， 寄生蜂成 虫 を 10 頭 ず つ

管瓶 に 入 れ， こ れ ら を 250C ・

16 L-8 D の恒温室 内 に 24 時

間静置後， 寄生蜂の死虫率 を

調べ る 。 な お， 製剤 を 用 い る

場合， 水和剤 は ア セ ト ン に溶

け に く い た め ， 希釈 に 要 す る

ア セ ト ン 量 の 1/10 の 水 で あ

ら か じ め十分 に溶か し た 後 に

残 り の量の ア セ ト ン を 注 い で

薬液 を調整す る 。 ま た ， 供試

薬剤 に よ る ガ ス 効果の影響 を

軽減す る た め に管瓶の蓋 に は

テ ト ロ ン ゴ ー ス を張 っ た 直径

約 l cm の 換 気 用 の 穴 を 聞
け， 餌 と し て 20%蜂 蜜 液 を

浸 し た 5 mm 角 の炉紙 を 成虫
と と も に 管瓶 に 入 れ る 。 1 薬

剤 に つ き 3 本以上の管瓶 を使

い， 合計 30 頭 以 上 の 成 虫 を

供試す る 。 対照 は ア セ ト ン の

みの処理 と す る 。

( 2 ) 注意事項
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図 - 1 イ サエ ア ヒ メ コ パチ と ハ モ グ リ コ マ ユパチ成虫に対す る 各種薬剤の 残効
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響特別連絡試験」 に お い て オ ン シ ツ ツ ヤ コ パチ に対す る

農薬の残効期間の評価法 と し て 用 い ら れた 散布葉接触法

(松井， 1994) と ， キ ク の 葉 を 用 い て イ サ エ ア ヒ メ コ パ

チ と ハ モ グ リ コ マ ユ パ チ に 対 す る 薬 剤 の 影響 を 調 べ た

HELYER e t  al. ( 1992) の 方法 に 準 じ る 。 す な わ ち ， 圃場

(ハ ウ ス ) に 定植 し た ト マ ト あ る い は調べた い作物 に 所

定の濃度 に希釈 し た 薬剤 (製剤 に 展着剤 を加用) を噴霧

器で十分量散布 し ， 所定 の 日 数後 に薬剤が付着 し た 葉 を

順次採取す る 。 な お ， 植物体 は 試験中 も 新葉が展開す る

の で， 薬剤が付着 し て い な い葉 を採取 し な い よ う に散布

時 に す で に 展開 し て い る 葉 を マ ー ク し て お く と よ い。 次

に， 採取 し た 葉 に 餌 と し て 20%蜂蜜液 を 薬剤散布装置

( 回転式散布塔 な ど) で適量散布す る 。 散布後風乾 し ，

こ れ を 直径 9 cm の プ ラ ス チ ッ ク シ ャ ー レ に 結露防止用

のF紙 と と も に 入れ， 次 に 寄生蜂の成虫 10 頭 を 入れ る 。

蜂 と 葉の 入 っ た シ ャ ー レ は 250C ・ 16 L-8 D の恒温室 内 に

48 時間静置後， 蜂 の 死虫 率 を 調 べ る 。 薬剤 の ガ ス 効果

が懸念 さ れ る 場合 は ， シ ャ ー レ で は な く 上部 に ゴ ー ス で

換気 口 を 付 け た 管瓶 を 用 い て も よ い。 原則 と し て 1 薬剤

に つ き 供試作物 3 株以上 を 用 い， 各株か ら 1 枚ず つ 計 3

葉以上 を 採取 し て 試験 に 使 用 す る (3 反復以上) 。 粒剤

の定植時 の 植 え 穴処理等 も 基本 的 に は 同様 の 方法 で行

い， 下葉の ほ う か ら 順次採取 し て い く ( マ メ ハ モ グ リ パ

エ は一般 に 下葉 か ら 寄生 す る た め ) 。

3 寄生録幼 虫に対する殺虫効果 (室内試験)

IGR 剤 は 一般 に 成 虫 に 対 す る 殺虫作用 は 少 な く ， 幼

虫や卵 に 対 す る 発育阻害作用 が 中 心 で あ る 。 し た が っ

て ， 前述の 方法 に よ り 成虫 に対す る 殺虫作用 が認め ら れ

な か っ た IGR 剤 な ど の 薬剤 に つ い て は， さ ら に 幼虫 に

対す る 影響 に つ い て も 調べ る 必要 が あ る 。 こ こ で は ， 幼

虫が視認で き る イ サ エ ア ヒ メ コ パチ を 用 い た 検定方法 に

つ い て 述べ る 。

( 1 )  方法

イ サ エ ア ヒ メ コ パチ はハ モ グ リ パ エ の 幼虫 に 外部寄生

し ， 寄生蜂の幼虫 は葉肉 内 の坑道 中 に生息す る た め ， 寄

生蜂の幼虫 に 直接薬剤 を 処理 し て そ の影響 を 調べ る こ と

は 困難で あ る 。 そ こ で， 葉 ご と 薬液 に 浸潰す る 方法 (薬

剤浸漬法) に よ り 寄生蜂幼虫 に対す る 影響 を調 べ る 。 ま

ず， 温室 内 で育成 し た 鉢植 え の イ ン ゲ ン マ メ の初生葉 に

マ メ ハ モ グ リ パ エ 成虫 を 恒温室 内 (250C・ 16 L-8 D) で

24 時間接種 し 産卵 さ せ る 。 次 に ， 産下 さ れ た マ メ ハ モ

グ リ パエ幼虫が老熟幼虫 に な っ た 時点 で， こ の イ ン ゲ ン

マ メ 数鉢 (葉 当 た り 20�50 頭 が適 当 ) と イ サ エ ア ヒ メ

コ パチ 成虫数十頭 を と も に適当 な大 き さ の透明 な飼育ケ

ー ジ に 入 れ て 恒温室 内 ( で き る だ け 明 る い場所。 500 1x

以上) で 48 時間集団寄生 さ せ る 。 そ の 後， イ ン ゲ ン マ

メ の鉢 を 取 り 出 し て恒温室 内 に 約 1 週間放置 し ， ふ化 し

図 1 に は， 本 方 法 に よ り 1 週 間 間 隔

で調査 し た 数種殺虫剤の補正死虫率の

変化 を 示 し た 。 DDVP 以 外 の 有 機 リ

ン 剤 の 残効 は 極 め て 長 い こ と が わ か

表 - 1 葉浸漬法に よ る イ サ エ ア ヒ メ コ パ チ 老熟幼虫 に対す る 各種薬剤の影響

る 。

( 2 ) 注意事項

こ の 方法 は先の壁面接触法 よ り 反応

が現 れ る の が遅 く ， 薬 剤 に よ っ て は

24 時間後 と 48 時間後 で は 死虫率が大

き く 異 な る こ と が あ る 。 ま た ， 残効期

間 は気温や 日 照 の影響 を 受 付 る の で，

試験 を 行 う 時期 に よ っ て も ふ れがあ る

と 思わ れ る 。 粒剤 に つ い て は ， 処理後

の濯水量や植物の生育速度等 も 影響す

る と 思わ れ る 。 し た が っ て ， 本方法で

は， 試験時期 の 異 な る デー タ を単純に
比較 し て論ず る こ と は で き な い。 で き

れ ば， 時期 を 変 え て 複数回実施 し ， 最
も 厳 し い デー タ を 影響評価の判定材料

と し て 採用 す る こ と が望 ま し い。

供試薬剤 (成分%)

殺虫 ・ 殺ダニ剤

メ ソ ミ ル水和剤 (45)

エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤 (20)

チ オ シ ク ラ ム 水平日剤 (50)

ピ リ プロ キ シ フ ェ ン羽L剤 ( 10)

ピ リ ダベ ン フ ロ ア プル (20)

酸化 フ エ ン タ ス ズ水和剤 (25)

フ ル フ ェ ノ ク ス ロ ン乳剤 (10)

テ フ ルベ ン ズ ロ ン乳剤 ( 5 ) 

BT 水和剤 (10)

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 水和剤 (10)

ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス 水和剤 ( 10)

ププ ロ フ ェ ジ ン水和剤 (25)

オ レ イ ン酸ナ ト リ ウ ム 液剤 (20)

ピ メ ト ロ ジ ン水和剤 (25)

殺菌剤

ベ ノ ミ ル水和剤 (50)

キ ノ キ サ リ ン 系水和剤 (25)

ジ ネ プ水和剤 (72)

キ ャ プ タ ン水和剤 (80)

マ ン ネ プ水平日剤 (75)

水 (対照)

希釈倍率 羽化率% :t: s. d. 供試寄生蜂幼虫数)

x 1 ， 000 2 . 6 土 3 . 6 * * 叫 (37) 

x 1 ， 000 26 . 9 :t:  5 . 7 *  (43) 

x 1 ， 000 30 . 5 :t:  5 . 3 * (58) 

x 1 ， 000 43 . 0 :t: 18 . 5  (57) 

x 1 ， 000 68 . 1 :t:  5 . 2  (70) 

x 1 ， 000 80 . 8 土 14 . 4 (65) 

X 4 ， OOO 77 . 3 :t: 1 0 . 2  (38) 

X 2 ， OOO 80 . 5 :t: 1 1 . 5  (50) 

x 1 ， 000 84 . 5 土 15 . 6 (53) 

x 1 ， 000 84 . 9 :t 12 . 4  (61 ) 

X 2 ， OOO 86 . 1 :t 1O . 4  (43) 

x 1 ， 000 92 . 3 :t: 10 . 1  (35) 

x 100 97 . 4:t: 3 . 6  (65) 

X 3 ， OOO 91 . 1 土 7 . 4 (51)  

x 1 ， 000 90 . 9:t: 12 . 9  (38) 

x 1 ， 500 89 . 1 土 10 . 5 (32) 

X 400 97 . 6 :t:  3 . 3  (35) 

X 800 100 :t: 0 (45) 

X 400 98 . 7:t: 1 .  9 (51)  

86 . 5 :t: 16 . 3  (48) 

叫 : 対照の水 と の有意差 (p く 0 . 05 = * . p く 0 . 0 1 = * * > .

一一 30 一一
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た寄生蜂の幼虫が成長 し老熟幼虫になっ た|時点で葉を切 用) をハ ン ド ス プレーで十分量散布す る 。 風乾した後，
り 取る 。 切 り 取っ た葉につ いて， マ メ ハモ グ リ パエの潜 こ の イ ンゲ ンマ メ 鉢 ま た は三角 フ ラ ス コ に水差 し し た イ
孔内に生息す る 寄生蜂の幼虫数を実体顕微鏡下 (透過 ンゲ ン葉を高さ 約 40 cm， 直径約 25 cm の透明プラ ス チ
光) で数えた後， 所定の濃度に希釈 した薬液 (展着剤加 ッ ク 容器 (定植苗保温用の 「苗l帽子」 を加工 した容器 :
用) に 10 秒間浸 し ， 風乾 した後 1 枚ずつi戸紙 を敷いた 図ー2) の中に 1 鉢ずつ入れ， こ の中 に イ サエア ヒ メ コ パ
スチ ロ ー jレ容穏に入れて恒温室内 に放置す る 。 放置約 2 チの雌雄成虫各 5 頭 を 48 時間放飼 い 寄生 さ せ る 。 な
週間後に羽化 した寄生蜂の数を調べ， 薬剤処理前に数え お， こ こ で使用す る 容器は， 透明な ら ば飼育ケージな ど
た幼虫数か ら 羽化率 を算出 す る 。 試験 は 3 反復以上行 で も よ い。 放問 48 時間後に は処理 した イ ン ゲ ン マ メ 葉
う 。 表一l に は， こ の方法に よ り 調べた各種薬剤のイ サエ を切 り 取 り ， 実体顕微鏡下でマ メ ハモ グ リ パエ幼虫の生
ア ヒ メ コ パチ幼虫に対す る影響を示 した。 存個体数 と死亡個体数お よ び嫡数を調べる 。 寄主幼虫の

( 2  ) 注意事 項 死亡要因はすべて寄生蜂に よ る寄主攻撃 (産卵お よ び寄
処理問で供試虫 数 に 大 き な差 (例 え ば， A 剤 は 10 主体液摂取) と みな し， 寄主攻撃に よ る寄主幼虫の死亡

頭， B 剤は 100 頭 と い う よ う な) がない よ う に供試幼虫
数は適宜調整す る ( 1 葉当た り 寄生蜂幼虫 10�20 頭が
適当) 。 蜂の羽化率は， 湿度や イ ン ゲ ン葉の状態な どの
影響 も 受 け る が， 111E処理区の羽化率が極端に低 く な げれ
ば問題はない。

4 寄生蜂の寄生行動 に及ぼす影響 (室 内試験)

7r 
本当女 、

前述の寄生蜂成虫 ま た は幼虫に対する 農薬の影響試験
に お いて ， 直接的な殺虫作用がな か っ た薬剤 に つ い て
は， さ ら に蜂の寄生行動に及ぽす影響を調べてお く 必要
がある o こ れは， 薬剤に よ っ て は殺虫作用 は弱 く て も 忌
避作用や行動か く 乱作用な ど寄生蜂に よ る防除効果に惑
影響を及ぽすケースが考え ら れ る か ら で， マルハナパチ
では殺虫作用 は弱いが訪花思避作用が強い薬剤のある こ

図 - 2 ? メ ハ モ グ リ パエ 幼 虫 の 寄生 し た イ ン ゲ ン 菜 を 入

れ た 容器. こ の 中 に蜂 を放飼す る .

と が報告 さ れ て い る (池 田，
1995) 。

こ こ では， 寄生様式の異な る
イ サエア ヒ メ コ パチ と ハ モ グ リ
コ マユパチそ れぞれにつ いて，
寄生行動に及ぽす薬剤の影響評
価の方法を解説する 。 下記の試
験はす べて 250C・ 16 L-8 D， 照
度 500 1x 以 上 (2 ， 000 1x 以 上
が望 ま しい) の条件で行 う 。

( 1 )  イ サエ ア ヒ メ コ ノfチの
寄主攻撃に及ぽす影響

1) 方法
初生葉のみを残 した鉢植えの

イ ンゲ ンマ メ にマ メ ハモ グ リ ノ て
エ を 24 時間産卵 さ せ， ふ化 2
日後の中齢幼虫の時点て、葉当た
り 20�50 頭の幼虫が着生 し た
l 葉だ け を残 し， こ れに所定の
濃度に希釈 した薬液 (展着剤加

表 -2 主E而散布 し た 薬剤lの イ ザ エ ア ヒ メ コ パチ の寄主攻撃 に及ぽす影響

供試薬剤 (成分%) 希釈倍率 寄主幼虫の死亡率% :t s.d. (供試寄主幼虫数)

殺虫 ・ 殺ダニ剤

エ ト ア ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤 (20) X 1 ， 000 1 1 . 4 :t  4 . 4 *  * * 叫

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 水平日剤 (J0) X 1 ， 000 20 . 4 :t  9 .  4 *  * * 

ピ リ ミ カ ー ブ水不llfílJ (48) X 1 ， 000 1 6 . 3 :t  1 2 . 1 * ド

ピ メ ト ロ ジ ン水車日剤 (25) x 3 ， 000 45 . 7 土 1 4 . 0 * * 

テ フ ノレベ ン ズ ロ ン 乳剤 ( 5 ) x 2 ， 000 8l . 8 :t 1 8 . 3  

酸化 フ エ ン タ ス ズ水和J'ílj (25) x 1 ， 000 92 . 1 土 4 . 7

BT 水平[J斉iJ( l0) x 1 ， 000 93 . 2 :t  8 . 0  

オ レ イ ン酸ナ ト リ ウ ム 液斉1] (20) x 1 00 94 . 7 :t  7 . 5  

プ9プ ロ フ ェ ジ ン 水利剤 (25) x 1 ， 000 95 . 6 :t  3 . 3  

ピ リ ダベ ン フ ロ ア プノレ (20) x 1 ， 000 99 . l :t  l .  3 

ピ リ プ ロ キ シ ブ ェ ン乳剤 ( 1 0 ) x 1 ， 000 98 . 9 土 0 . 8

フ Jレ フ ェ ノ ク ス ロ ン乳育1! ( 10) X 4 ， 000 100 :t 0 

ヘ キ シ チ ア ゾ ク ス 水平日剤 ( ] O) X 2 ， 000 100 :t 0 

殺菌剤l

キ ノ キ サ リ ン 系 水杭l剤 (25) x l ， 500 99 . 6 :t  0 . 5  

キ ャ ブ タ ン 水利剤 (80) x 800 100 :t 0 

ジ ネ プ水和剤 (72) x 400 100 :t 0 

ベ ノ ミ ノレ水和剤 (50) x l ， OOO 100 :t 0 

水 (対照 97 . 8 :t 2 . 2  

川 対照の水 と の有志:差 (p < ü . 0 1 = * * ，  p < O . OO l =  * * * ) .  
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率 を 計算 す る 。 試験 は 3 反復以上 と す る 。 表ー2 に は，

こ の 方法 に よ り イ サ エ ア ヒ メ コ パチ に つ い て調べた結果

を 示 し た 。

2 )  注意事項

試験終了後 に 踊化 し て い る 個体は寄生蜂の攻撃 を 受 け

る 前 に脱出 し た 可能性 も あ る の で， 嫡 は生存個体数か ら

除外す る の が望 ま し い が， 蜂放飼時に 寄主幼虫 の齢が進

んでい る 場合 (2 齢以上) に は， 生存幼虫 は試験終了時

に ほ と ん ど踊化 し て い る 。 こ の場合 は 婿 を 生存個体数 に

含 め て も よ い が， 寄主幼虫 の死亡率 は寄生蜂放飼時に お

け る 寄主幼虫 の ス テ ー ジ や寄生蜂の生理状態 に も 影響 さ

れ る の で， 寄主幼虫や蜂の ス テ ー ジ は で き る だ 砂 同一条

件で試験 を行 う 必要が あ る 。 ま た ， マ メ ハ モ グ リ パエ幼

虫 に 殺虫活性の あ る 薬剤 を供試す る 場合 は ， 薬剤 の影響

で幼虫死亡率が高 く な る の で， 本検定方法 に は使用 で き

な い。 あ ら か じ め ， マ メ ハ モ グ リ パエ幼虫 に殺虫活性の

な い こ と が判明 し て い る 薬剤 の 中 か ら 供試薬剤 を選択す

る 。

( 2 ) ハ モ グ リ コ マ ユパチ の 寄主攻撃 に 及 ぽす影響

1 ) 方法
イ サ エ ア ヒ メ コ パチ の場合 と 同様 に ， マ メ ハ モ グ リ パ

エ の 中齢幼虫が寄生 し た イ ン ゲ ン マ メ の葉 に薬剤 を処理

し た 後， ハ モ グ リ コ マ ユパ チ の 雌雄成虫各 5 頭 を 48 時

間寄生 さ せ る 。 イ ン ゲ ン鉢 は そ の ま ま 数 日 間放置 し ， マ

メ ハ モ グ リ パエ幼虫がす べ て 踊化 し た 後 に ， こ れ ら の嫡

を す べ て 回収す る 。 回収 し た 婦 は ， 湿 ら せ た 炉紙 を 底 に

敷 い た 直径 7 cm 深 さ 5 cm の ア イ ス ク リ ー ム カ ッ プ に

入れて 約 3 週間放置 し ， 羽化 し た ハ モ グ リ コ マ ユパチ成

虫 と マ メ ハ モ グ リ パエ成虫数を調べて ， 両者の合計 に対

す る 前者 の % を ハ モ グ リ コ マ ユパチ の寄生率 と み な す。

反復 は 3 以上 と す る 。

2) 注意事項

イ サ エ ア ヒ メ コ パチ 同様 に ， 寄主幼虫や蜂の ス テ ー ジ

は で き る だ け 同一条件で行 う 必要があ る 。 ま た ， マ メ ハ

モ グ リ パ エ 幼虫 に 殺虫活性の あ る 薬剤 あ る い は 一 部 の

IGR 剤 の よ う に ， マ メ ハ モ グ リ パ エ 踊 の 羽化 阻害作用

があ る 薬剤 は ， 薬剤の影響で寄主の死亡率が高 く な る の

実施で き る 。 た だ し ， 小 さ な イ ン ゲ ン鉢に粒剤 を 処理 し

た場合は， そ の影響 は 圃場条件 に 比べて一般 に か な り 高

め に 出 る (小津， 1999) の で， で き れ ば実際の 圃場で作

物 を植 え て 行い た い。 聞場で は 寄主 の 接種方法や密度 の

調整が難 し い が， 筆者 ら は イ サ エ ア ヒ メ コ パチ に対す る

イ ミ ダ ク ロ プ リ ド 粒剤 と チ ェ ス 剤 の影響 を調べた の で参

考 に し て ほ し い (小津 ら ， 1998 : 小津， 1999) 。 ま た ，

IGR 剤 は 処理 さ れ た 成 虫 の 次世代 の 発育 に 及 ぽす 影響

も 考 え ら れ る 。 筆者 ら は， イ サ エ ア ヒ メ コ パチ成虫 に 直

接薬剤 を処理す る 方法で試み て い る が (小津 ら ， 1998) ， 

長期間薬剤 に暴露 し た場合や幼虫 の 時点 に 暴露 し た 場合

の影響 に つ い て は不明で あ る 。

6 圃場試験について

以 上 の 検定 方 法 は， 室 内 試験 ま た は 半野外試験 で あ

り ， 最終的 に は 野外の 圃場試験 を 行 う 必要があ る 。 た だ

し， 圃場試験では， 人為的 な操作 を加 え て も 寄主 と 寄生

蜂の密度や ス テ ー ジ が変動す る た め ， 試験条件 を そ ろ え

る こ と が難 し い。 特 に ， マ メ ハ モ グ リ パエ で は ， そ の幼

虫期聞 が温室 内 で は 3�5 日 と 極 め て 短 い た め ， 寄生蜂

を放飼 し て 薬剤の影響 を調べ る 場合 に は， 放飼の タ イ ミ

ン グや放飼量 な ど を誤 る と 失敗 し や す い。 し た が っ て ，

闇場試験の画一的 な 試験マ ニ ュ ア ル を提示す る こ と は現

段階で は 困難で あ る が， 今後 は ， 野外試験 に つ い て も そ

の方法 を検討す る 必要があ る 。

W 結 果 の 評 価

IOBC/WPRS で は， 天敵類 に 対 す る 薬 剤 の 影響 に つ

い て 死 虫 率 を 基 準 に 四 つ の カ テ ゴ リ ー ( 1 : harmless 

�4 : harmfuO に 分 け て 判 定 し て い る 。 今 回 紹 介 し た

方法は， IOBC/WPRS の そ れ と は 天敵 の 種類 も 検定 方

法 も 異 な る の で， 同 じ 基準 を 当 て は め る の は若干問題が

あ る が， 成虫 に対す る 直接的殺虫作用 に つ い て は， 前述

の壁面接触法 に よ る 結果 を IOBC/WPRS と 同様の基準

で評価 し て も よ い と 思わ れ る 。 た だ し ， 寄生蜂 に対す る

薬剤の影響 は ， 成虫 に対す る 殺虫作用 だ け でな く ， 幼虫

の発育や寄生行動 に 及 ぽす影響 も 考 え ら れ る の で， こ う

し た 影響 に つ い て も 考慮 し た 上で， 総合的 に薬剤の影響

で， 本検定方法 に は使用 で き な い。 あ ら か じ め ， マ メ ハ を評価 し た い。

モ グ リ パエ に殺虫活性の な い こ と が判明 し て い る 薬剤の

中 か ら 供試薬剤 を選択す る 。 た だ し ， 殺虫活性の あ る 薬
お わ り に

剤 を供試 し た い場合 は ， 寄生蜂放飼後に 寄主幼虫 を解剖 今回紹介 し た 天敵 に対す る 薬剤検定方法 は ， 海外で実

し て 産卵 の有無 を確認す る 方法が考 え ら れ る 。 施 さ れた精巧な検定用器具 を 用 い る 方法 に 比べ る と 精密
5 そ の他 さ に 欠 け， ま た 条件設定 な ど に や や あ い ま い な 点 の あ る

前述の蜂の寄生行動 に 及ぽす影響の検定方法 は， 散布 こ と は否め な い が， 特殊な器具や装置 を必要 と せ ず， 現

剤 の み に つ い て述べた が， 粒剤 に つ い て も 同様の 方法で 場の試験研究機関や 防除所 な ど で比較的簡単 に 行 え る メ
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リ ッ ト が あ る 。 現場で使用 さ れ る 薬剤の種類 は非常 に 多

く ， ま た 現在 も 新薬剤が次々 と 登場 し て い る 。 天敵資材

は既に現場 に 普及 し つ つ あ り ， で き る だ け早 く 天敵類 に

対す る 農薬の影響 デー タ を そ ろ え る 必要があ る 。 そ の点

か ら は ， な る べ く 簡便 に 効率 よ く 実施で き る 検定方法の

ほ う が実用性 は 高 い と い え よ う 。
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著者 は ご存知ハ ダニ， カ プ リ ダニ の分類学 の権威者，
江原昭三氏 で あ る 。 著者 の 学 生時代 を 知 ら な い 我々 に
は， I ダニ 屋 の 来 た 道」 の 方がぴ っ た り す る と 思 う 。 し
か し ， ダニ震で は本が売 れ そ う に な い の で， ダニ を広義
の虫 と し て 扱 っ て ， 虫屋 と し た の だ ろ う と 考 え た が， 必
ず し も そ う で は な か っ た 。

最初の 1�4 章 は著者の学生時代 お よ び研究者 と な っ
て か ら の最 も 初期 の 回顧で， 札幌周 辺 に お い て ル リ ボ シ
カ ミ キ リ や ミ ヤ マ カ ラ ス ア ゲノ 、 に 心 と き め かす様子が熱
く 語 ら れて い る 。 何 し ろ 戦時中 か ら 戦後 に か け て の時代
であ り ， 並々 な ら ぬ情熱で昆虫採集 に 熱 中 し た様子が う
か が え る 。 こ の よ う な 青春時代 の情熱が， I虫屋J と 表
題 に 入れて は ばか ら な い理 由 の よ う で あ る 。

ダニ の研究 を 始 め る い き さ つ に は， 北海道大学の恩師
であ る 内 田亨教授が大 き く 関わ っ て い る 。 内 田先生 を し
の ぶ文章 は 10 ペ ー ジ 以上 に わ た っ て い る 。 私 の よ う に
内 田 先生 に 面識の無い者で も ， 大変お も し ろ い エ ピ ソ ー
ド が沢山書かれて あ り ， 興味深 い 。 著者 の恩師への敬愛
の念 じ 極 め て活動的 な人柄への羨望の気持 ち が入 り 交
じ っ て い る よ う に 恩わ れ る 。

ダニ研究の裏話や エ ピ ソ ー ド は 当然沢山書かれて い る
が， 特に海外での研究活動 に は 多 く の ペー ジ を さ い て い
る 。 初 め て の渡航 は 1963 年 で， ア メ リ カ に 3 カ 月 間滞
在 さ れて い る 。 こ の 時 に 多 く の ダニ学者 と 親交 を 結び，
そ の後の研究の質 を 向上 さ せ る 糧 と な っ た と 著者 は述べ
て い る 。 東南 ア ジ ア への学術調査 に も 精力 的 に 出 か け，
ア ジ ア の ダニ相 の解明 に貢献 さ れて い る 。 ま た ， 海外か
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ら 圏 内 に 侵入 し た ダニ と し て ， ラ ン ヒ メ ハ ダニ， マ ン ゴ
ー ハ ダニ ， ル イ ス ハ ダニ の発見の経緯， 生態， 分布， 寄
主植物 な どが， 図 と 共 に 示 さ れて い る 。 論文や 図鑑 に は
載 ら な い情報が述べ ら れて い る 。

わが国のハ ダニや カ プ リ ダ ニ の 分類 に つ い て は ， 農業
に 関係す る も の を 先 に 手が け ら れた 。 わ れわ れ農業関係
の研究者 に と っ て は有 り 難い こ と で あ っ た 。 読者の 中 に
は著者 に ダニ の 同定依頼 を さ れた 方 も 多 い と 思わ れ る 。
こ の 同定依頼 に ま つ わ る 問題や苦情が 「 ダニ の鑑定士」
の章に書かれて い る 。 今後， ハ ダニ や カ ブ リ ダニ に 関係
す る 仕事 を す る 可能性の あ る 方 は一度読ん でお か れ る こ
と を お勧め す る 。

終わ り 近 く ， I ダニ の研究 40 余年j の章で， 著者 は 次
の よ う に 述 べ て い る 。 「 自 分 な り に そ の 日 そ の 日 を 一 生
懸命励 ん で き た つ も り で は い る 」 。 勤勉， 誠実， 厳格 と
い っ た 著者の性格 を 現す エ ピ ソ ー ド が所々 に あ り ， 我々
も 研究者の は し く れ と し て ， 見習わ な り れ ば な ら な い 点
が多 い。 以上 の よ う に ， 本書 は全編研究関連の エ ピ ソ ー
ド に 終始 し て い る 。 今 は や り の 自 分史 で あ れ ば， 趣味の
こ と ， ご家族の こ と な ど， 研究以外 の エ ピ ソ ー ド が 出 て
き て も 良 さ そ う に 思 う が， ほ と ん ど 出 て こ な い。 研究 イ
コ ー ル趣味で， そ う で な け れ ば分類屋 は務 ま ら な い と 言
わ れ そ う であ る 。 あ る い は ， ま だ ま だ現役 な の で， は だ
か の人間像 は 書 ザ な い の か も し れ な い。 要 す る に研究者
に と っ て た め に な る 話が満載 な の であ る 。 た め に な ら な
い話を一つ見つ け た 。 著者 は 最近 ま で美女大 (美作女子
大) で教鞭 を と っ て お ら れた 。 大学教授 の セ ク ハ ラ 問題
がマ ス コ ミ に 出 る た び に ， 奥様が 「 あ な た も 気 を つ け て
く だ さ い よ j と 言 う そ う で あ る が， さ て ， 先生の反応 は
い か に ? 答 え は本で ど う ぞ) 。

最終章 は 自 然保護 に つ い て 持論 を 展 開 し て い る 。 ホ タ
ルや ト ン ボの写真が入 り 最後 は再 び虫屋 に 帰 っ て い る 。

(野菜 ・ 茶業試験場環境部 浜村徹三)
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